
令和７（2025）年度　LINEアンケート結果

第３回 「かかりつけ薬剤師・薬局について」

１　調査目的

　　（担当課：保健福祉部　医薬・生活衛生課）

２　調査概要

　(1) 調査対象者

名（LINEアンケート協力者）

　(2) 調査期間

　　　令和７（2025）年８月29日～９月１日

　(3) 調査方法

　　　栃木県公式LINEのアンケート機能を活用して実施

３　回答者属性

回答数 1,234 名 （回答率1.7％）

　(1) 男女別内訳 　(2) 年代別内訳 　(3) 地域別内訳
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（注）

　(1) 調査結果に使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数です。

　(2) 割合を百分率（％）で表示する場合は、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位まで表示。四捨五入の結果、合計が100％にならないことがあります。

　(3) 図表中の語句は、表記を短縮・簡略化している場合があります。
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40代 226 18.3

70代以上

回答者数

かかりつけ薬剤師・薬局の普及状況や健康サポート薬局及び認定薬局制度の認知度を把握し、今後の啓発事業に活用します。
※かかりつけ薬剤師・薬局や健康サポート薬局及び認定薬局の概要については、以下のサイトに掲載しています。
https://www.pref.tochigi.lg.jp/e07/welfare/iryou/yakuji/kakarituke2017.html
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４　調査結果

　　

　問１ あなたは、「かかりつけ薬局（※）」を持っていますか？

※「かかりつけ薬局」とは、複数の病院や診療所（クリニック）を受診しても、薬局は１カ所と決めていつも利用する薬局のことです。

1 持っている

2 持っていない

（ n = ）

　問２ あなたは、「かかりつけ薬剤師(※)」を持っていますか

※「かかりつけ薬剤師」は、薬局で患者本人が薬剤師を指名し同意書に署名することで、

　 服薬や副作用の状況等を入院から退院、在宅まで継続的に把握・管理する薬剤師のことです。

1 持っている

2 持っていない

（ n = ）

　問３ あなたは、「健康サポート薬局(※)」を知っていますか

※「健康サポート薬局」は、市販薬や健康食品、栄養など健康の維持増進をサポートする基準を満たした薬局です。

※今後「健康サポート薬局」は「健康増進支援薬局」に名称が変更になる予定です。

1 知っている

2 知らない

（ n = ）
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　問４ あなたは、「地域連携薬局（※１）」、「専門医療機関連携薬局（※２）」を知っていますか

※１「地域連携薬局」は、医療機関への通院や入院、退院後の自宅等への訪問対応まで、医療機関等と連携して対応できると知事の認定を受けた薬局です。

※２「専門医療機関連携薬局」は、がん等の専門的な治療に病院と連携して対応できると知事の認定を受けた薬局です。

1 どちらも知っている

2 地域連携薬局は知っている

3 専門医療機関連携薬局は知っている

4 いずれも知らない

（ n = ）

　問５ あなたは、電子処方箋（※）を知っていますか

※電子処方箋とは、これまで紙で発行していた処方箋を電子化したものです。

　 直近のお薬情報を医師、歯科医師、薬剤師等で共有することができるため、患者さんは今まで以上に安心して薬を受け取ることが可能となります。

1 知っている

2 聞いたことはある

3 知らない

（ n = )
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　問６ あなたは、電子処方箋を利用したいと思いますか？

※直近のお薬情報を医師、歯科医師、薬剤師等で共有することができるため、患者さんは今まで以上に安心して薬を受け取ることが可能となります。

※電子処方箋に対応した医療機関・薬局でのみ電子処方箋の利用が可能です。

1 すでに利用している

2 今すぐ利用したい

3 機会があれば利用したい

4 利用したくない

5 その他

（ n = )

【問６で「４　利用したくない」を選んだ主な理由】

・停電時などパソコンが使用できないトラブルが発生したときが心配だから。

・情報漏洩等、セキュリティー体制に不安があるから。

・患者が電子処方箋を利用することのメリットが分からないから。

・処方箋の内容を紙で確認したいから。

・電子処方箋を使用することが面倒に思えるから。 など

【問６「５　その他」の主な意見】

・紙でも電子でもどちらでも良い。

・詳しく説明いただき理解できれば利用するかもしれない

・時と場合によって使い分けたい。

・わからない。 など
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